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第1章 策定の趣旨 

 

1.1  「経営戦略」策定にあたって 

 

 現在、水道・簡易水道事業をはじめとする公営企業は、高度経済成長期以降に整備

された社会資本が一斉に老朽化・更新時期を迎えつつあり、人口減少に伴う料金収入

の減少や担当職員の減少により経営環境の悪化が懸念されています。とりわけ北海道

においては一部大都市を除く大部分の自治体において人口減少が深刻化しており、今

後、どうやって地域住民のライフラインを確保していくのか喫緊の課題となっていま

す。  

 こうした状況下で、総務省は「公営企業の経営に当たっての留意事項について」（平

成 26 年 8 月 29 日付総務省自治財務局通知）において、将来にわたって安定的に事業

を継続していくための、中長期的な基本計画である「経営戦略」の策定を地方公共団

体に要請したところであります。 

 総務省の指針として、「経営戦略策定・改定ガイドライン」及び「経営戦略策定様式」

が示されており、「投資・財政計画」において、施設・設備に関する投資の見通しを試

算した計画（投資試算）と、財源の見通しを試算した計画（財源試算）を構成要素とし

て、投資以外の経費を含め、収入と収支が均衡するような収支計画が求められていま

す。 

 今後、給水収益の減少や老朽化資産の更新費用など様々な財政的な課題に直面し、

水道事業は益々事業運営が難しい状況になり、中長期的な対策が必要となっています。 

 また、「経営戦略」策定の目的は、今後の投資と財政の収支ギャップ解消のために施

設統合、広域化及び料金改定等の具体的施策を明確にした経営の「見える化」を図る

こととされています。 

 なお、訓子府町は令和 2 年 3 月に「訓子府町水道事業アセットマネジメント」及び

「訓子府町新水道ビジョン」を策定済みです。  
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1.2 水道事業を巡る最近の動向 

 令和 2 年「訓子府町新水道ビジョン」において、近年の水道事業を取り巻く環境要

因の変化を外部及び内部環境に大別し、水道事業の課題を整理すると表 1-1 のとおり

となります。 

表 1-1 水道事業の課題 

 

 

 今回の「経営戦略」策定にあたっては、内部環境のうち体制（ソフト）の整備が重要

として、近年、財政基盤強化のための広域化、官民連携導入の可能性を検討すること

が総務省より求められるようになってきています。 

 

 

1.3 計画期間 

 経営戦略の計画期間は、2021 年（令和 3 年）から 2030 年（令和 12 年）までの 10 年

間とします。  

水道事業の課題 優先すべき基盤強化方策

・人口減少⇒市街地空洞化 ・料金収入の減少 ・経費回収率、経営基盤確保

・水需要構造変化・節水意識 ・施設利用率低下 ・主要施設の統廃合

・環境保全、省エネ意識拡大 ・省エネ運転 ・更新時スペックダウン

・水源水質低下、渇水対策要 ・監視・計装設備 ・将来的な良好な水源に統合

・災害対策 ・長期停電等対策 ・自家発電設備整備

・浄水場等主要施設の老朽化 ・水供給安定性低下 ・将来的に主要施設の統廃合

・水道管路の老朽化 ・老朽化更新対策要 ・アセットマネジメント

・簡易水道統合し水道事業運営 ・有収率低下 ・将来、広域連携可能性検討

・職員数の減少 ・維持管理困難 ・将来的に主要施設の統廃合

・外部委託増⇒技術継承困難 ・監視・制御見直し ・上下水道一体の官民連携検討

・財源確保 ・投資財政バランス ・投資・財政計画検討

・主要施設のダウンサイジングと
統廃合

・各施設の水需要量
　とのアンバランス

施設

外部環境

内部環境

社会環境

自然環境

組織・
　体制

・配水系等４か所に分散し、
　施設の老朽化と利用率低下

環境要因と現状
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第2章 訓子府町の水道事業 

 

2.1 訓子府町水道事業の沿革 

 訓子府町水道事業は、簡易水道事業として 1954 年（昭和 29 年）に創設され、2 度の

拡張を経て、1984 年（昭和 59 年）に柏丘地区、豊坂地区と福野・弥生地区営農用水の

区域を加えて一体化を図り上水道事業を創設しました。 

 上水道事業として、2 度の拡張を行ってきましたが、訓子府町行政区域内人口の減少

と共に、給水人口の減少により、2018 年（平成 30 年）に簡易水道事業へ移行し現在に

至っています。 

 表 2-1 に、水道事業の沿革を示します。 

表 2-1 水道事業の沿革 

名称、目的 

認可 計画 

年月日 番号 給水人口 
一人一日 

最大給水量 

一日最大 

給水量 

簡易水道 

創設 

昭和

29.11.30 
29 河第 2063 号 3,500 人 150  /人/日 525  /日 

第 1 次拡張 
昭和

49.10.23 
衛施第 103 号 4,500 人 407  /人/日 1,832  /日

第 2 次拡張 
昭和

55.10.15 
衛施第 123 号 4,800 人 382  /人/日 1,832  /日

上水道創設 
昭和 

59.8.21 
衛施第 26 号 7,000 人 400  /人/日 2,800  /日

拡張 
平成 

9.4.21 
環整第 2-37 号 6,300 人 496  /人/日 3,125  /日

拡張 
平成 

15.3.31 
環保第 2-13 号 6,350 人 492  /人/日 3,125  /日

変更 
平成 

18.4.3 
環保第 33-17 号 6,350 人 492  /人/日 3,125  /日

簡易水道へ 

移行 

平成 

30.6.29 
環境第 401 号 4,920 人 630  /人/日 3,100  /日
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2.2 水道施設の位置 

 

 

図 2-1 訓子府町水道事業全体平面図 
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2.3 事業の現況 

（1） 給水 

表 2-2 給水の状況 

 
 

（2） 施設の概要 

 訓子府町水道事業施設の創設期は昭和 29 年でありますが、主要施設は第 1 次拡張

（昭和 49 年）以降に整備された施設となっています。主要施設の施工年度は表 2-3 に

示すとおりです。 

表 2-3 主要施設の竣工年度 

 

供用開始年月日 昭和29年11月30日 計画給水人口 人

直近認可年月日 平成30年6月29日 計画給水人口 人

現在給水人口 人

有収水量密度※ 0.061 千 /ha

※有収水量密度（千 /ha）＝有収水量（ /年）÷給水区域面積（ha）

法適・非適の区分
法適用

昭和59年8月21日

令和2年3月31日現在

3,500

4,920

4,697

水系 施設名
施工年度
（和暦）

経過年数 事業名等

大谷水源地 1974年(S49) 46年 S49訓子府町簡易水道拡張工事

大谷第１配水池 1974年(S49) 46年 S49訓子府町簡易水道拡張工事

大谷第２配水池 1998年(H10) 22年 H10大谷浄水場建設工事

大谷浄水場 1998年(H10) 22年 H10大谷浄水場建設工事

緑丘送水ポンプ場 2006年(H18) 14年 H18畑総（支援：一般）訓子府南部地区

緑丘配水池 2006年(H18) 14年 H18畑総（支援：一般）訓子府南部地区

1990年(H02) 30年 H02柏丘水系配水施設整備工事

2003年(H15) 17年 H15柏丘増圧ポンプ貯水槽設置工事

ポケットパーク配水池 2000年(H12) 20年 H12ポケットパーク配水池建設工事

若富水源・浄水場 1980年(S55) 40年 S55柏丘簡易水道事業拡張工事

高園第１配水池 1980年(S55) 40年 S55柏丘簡易水道事業拡張工事

高園第２配水池 1971年(S46) 49年 S45道営営農用水事業

北栄配水池 1998年(H10) 22年 H10道営担い手畑総事業西部地区

1983年(S58) 37年 S58柏丘簡水西富地区拡張工事

1998年(H10) 22年 H10道営担い手畑総事業西部地区

2002年(H14) 18年 H13(担い手育成）事業西部地区

弥生水系 弥生水源・浄水場 1982年(S57) 38年 S57農村総合整備モデル事業

経過年数は2020年度末

大谷水系

柏丘増圧ポンプ場

柏丘水系

北栄送水ポンプ場
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（3） 水道料金 

① 現行の料金体系（税抜き） 

 現行の水道料金は、消費税抜きで一般用と臨時用の用途に区分した 1 か月あたりの

料金は表 2-4、図 2-2 のとおりとなっています。 

 税抜き水道料金は、平成 21 年度以降改定を行っていません。また平成 11 年度以降

においても、大幅な料金改定を行っていません。 

表 2-4 料金体系（税抜き） 

 

 

 

水系 施設名
施工年度
（和暦）

経過年数 事業名等

開盛第１水源・浄水場 1995年(H07) 25年 H07道営畑総訓子府南地区

開盛第２水源 2016年(H28) 4年 H28開盛水源井戸新設工事

常盤送水ポンプ場 2010年(H22) 10年 H22代替水源施設整備事業

常盤配水池 1994年(H06) 26年 H06道営畑総訓子府南地区

協成配水池 1995年(H07) 25年 H07道営畑総訓子府南地区

豊坂高区配水池 1972年(S47) 48年 S47豊坂地区道営営農用水事業

豊坂低区配水池 1980年(S55) 40年 S55豊坂簡易水道事業拡張事業

駒里水源 1968年(S43) 52年

駒里浄水場 1990年(H02) 30年 農村総合整備モデル事業

駒里配水池 1989年(H01) 31年 H01豊田高台地区１工区

その他 役場監視施設 2001年(H13) 19年 H13水道施設集中監視システム整備工事

経過年数は2020年度末

駒里水系

開盛水系

1か月につき

口径

13mm 1,200 円

20mm 1,600 円

25mm 2,100 円

30mm 2,600 円

40mm 3,600 円

50mm 7,000 円

75mm 11,700 円

100mm 23,300 円

使用者等が
設置した給

水装置設置
町長が臨時
給水を行う
給水装置

2,100 円

税抜き

臨時用

一般用の口径
区分と同額

１m
3
につき 280 円

180 円 185 円170 円

区分
≪基本料金≫ ≪従量料金≫（1 につき）

料金 1～5 6～10 11～30 31～50 51 以上

一般用 130 円 150 円
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図 2-2 一般用水道料金の変遷（税抜き） 

 

② 現行の料金体系（税込み） 

 

 現行の水道料金は、外税で設定しており、令和元年 10 月 1 日の消費税が 8％から

10％への改正に伴い、一般用と臨時用の用途に区分した 1 か月あたり税込みの料金は

表 2-5、図 2-3 のとおりです。 

表 2-5 料金体系（税込み） 

 

円/10 

500円/10 

1,000円/10 

1,500円/10 

2,000円/10 

2,500円/10 

3,000円/10 

S2
9

S3
2

S3
5

S3
8

S4
1

S4
4

S4
7

S5
0

S5
3

S5
6

S5
9

S6
2

H
2

H
5

H
8

H
1
1

H
1
4

H
1
7

H
2
0

H
2
3

H
2
6

H
2
9

R
2

一般用水道料金の変遷；税抜き（円/10 ）

昭和49年

400⇒800円/10 

昭和51年

800⇒1220円/10 

昭和59年

1570⇒1775円/10 

昭和56年

1220⇒1570円/10 

昭和63年

1775⇒2110円/10 

平成11年

2110⇒2550円/10 

平成21年

2550⇒2600円/10 

1か月につき

口径

13mm 1,320 円

20mm 1,760 円

25mm 2,310 円

30mm 2,860 円

40mm 3,960 円

50mm 7,700 円

75mm 12,870 円

100mm 25,630 円

使用者等が
設置した給
水装置設置
町長が臨時
給水を行う
給水装置

2,310 円

税率見直し年月日 令和元年10月1日 税込み（10％）

区分
≪基本料金≫ ≪従量料金≫（1 につき）

料金 1～5 6～10 11～30 31～50 51 以上

一般用 143 円 165 円 187 円 198 円 203.5 円

臨時用

一般用の口径
区分と同額

１m
3
につき 308 円
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図 2-3 一般用水道料金の変遷（税込み） 

 

③ 水道料金の変遷 

 水道料金の変遷は、創設以来 14 度の料金改定を行っている。その内一般用は、消費

税率変更に伴う料金改定を含んだ変遷は表 2-6 のとおりとなっています。 

表 2-6 一般用水道料金の変遷 

 

円/10 

500円/10 

1,000円/10 

1,500円/10 

2,000円/10 

2,500円/10 

3,000円/10 

3,500円/10 

S2
9

S3
2

S3
5

S3
8

S4
1

S4
4

S4
7

S5
0

S5
3

S5
6

S5
9

S6
2

H
2

H
5

H
8

H
1
1

H
1
4

H
1
7

H
2
0

H
2
3

H
2
6

H
2
9

R
2

一般用水道料金の変遷；税込み（円/10 ）

昭和49年

400⇒800円/10 

昭和51年

800⇒1220円/10 

昭和56年

1220⇒1570円/10 

昭和59年

1570⇒1775円/10 

昭和63年

1775⇒2110円/10 

平成1年

消費税3％

平成9年

消費税5％

平成11年

2216⇒2677円/10 

平成26年

消費税8％

令和1年

消費税10％

円/10 
税込み

UP率
税込み

円/10 
税抜き

UP率
税抜き

1 昭和29年12月 10 まで 250円 20円 250円 250円 250円

2 昭和39年4月1日 10 まで 300円 30円 300円 300円 20.0% 300円 20.0%

3 昭和43年4月1日 10 まで 400円 35円 400円 400円 33.3% 400円 33.3%

4 昭和49年3月 口径13㎜ 380円 8 まで 40円 320円

30 まで 50円 100円 800円 100.0% 800円 100.0%

5 昭和51年3月 口径13㎜ 580円 8 まで 60円 480円

30 まで 80円 160円 1,220円 52.5% 1,220円 52.5%

6 昭和56年3月 口径13㎜ 770円 5 まで 70円 350円

10 まで 90円 450円 1,570円 28.7% 1,570円 28.7%

7 昭和59年4月1日 口径13㎜ 800円 5 まで 90円 450円

10 まで 105円 525円 1,775円 13.1% 1,775円 13.1%

8 昭和63年4月1日 口径13㎜ 1,010円 5 まで 100円 500円

10 まで 120円 600円 2,110円 18.9% 2,110円 18.9%

9 平成1年4月1日 口径13㎜ 1,040円 5 まで 103円 515円

消費税3％外税 10 まで 124円 618円 2,173円 3.0% 2,110円 0.0%

10 平成9年4月1日 口径13㎜ 1,061円 5 まで 105円 525円

消費税5％外税 10 まで 126円 630円 2,216円 1.9% 2,110円 0.0%

11 平成11年4月1日 口径13㎜ 1,260円 5 まで 131.25円 656円

消費税5％外税 10 まで 152.25円 761円 2,677円 20.8% 2,550円 20.9%

12 平成21年4月1日 口径13㎜ 1,260円 5 まで 136.5円 683円

消費税5％内税 10 まで 157.5円 788円 2,730円 2.0% 2,600円 2.0%

13 平成26年4月1日 口径13㎜ 1,296円 5 まで 140.4円 702円

消費税8％外税 10 まで 162.0円 810円 2,808円 2.9% 2,600円 0.0%

14 令和1年10月1日 口径13㎜ 1,320円 5 まで 143.0円 715円

消費税10％外税 10 まで 165.0円 825円 2,860円 1.9% 2,600円 0.0%

基本料金 従量料金（1 につき）改定日
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第3章 水道事業の現状と課題 

 

3.1 行政区域内人口と給水人口 

 

 訓子府町の行政区域内人口は、1940 年（昭和 15 年）から急増し、1955 年（昭和 30

年）には 10,903 人をピークに、その後、高度経済成長期に伴う都市部への人口流出等

により急減、1975 年（昭和 50 年）以降は、減少率はやや鈍化しましたが、現在まで人

口減少が続き、2015 年（平成 27 年）に 5,221 人となっています。 

 将来において行政区域内人口の減少とともに、給水人口も減少することになります。

給水人口は 2015 年（平成 27 年）には 5,017 人、2030 年（令和 12 年）には 4,230 人の

見通しであります。図 3-1 参照 

 将来行政区域内人口及び給水人口は、2018 年（平成 30 年）の訓子府町水道事業変更

認可申請書を引用しています。 

 

 

図 3-1 行政区域内人口及び給水人口 
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3.2 有収水量（料金収入） 

 

 有収水量は、給水人口減少と共に減少傾向が見込まれ、同時に料金収入が減少する

ことになります。  

 有収水量は 2015 年（平成 27 年）609 千 /年が 2030 年（令和 12 年）には、534 千

 /年へ減少する見通しであります。また料金収入も同時に、2015 年（平成 27 年）

138 百万円/年が 2030 年（令和 12 年）には、120 百万円/年へ減少する見通しであり

ます。図 3-2 参照 

 将来有収水量は、2018 年（平成 30 年）の訓子府町水道事業変更認可申請書を引用

しています。 

 

 

図 3-2 年間有収水量と料金収入  
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3.3 水道施設の老朽化 

 

（1） 構築物及び設備 

 構造物及び設備の資産額は 15 億 7 千万円。表 3-1 の区分で示す健全度は、図 3-3 に

示すとおりであり、2021 年（令和 3 年）時点で 24％が老朽化資産となっております。 

 20 年後の 2041 年（令和 23 年）には、老朽化資産は 50％を超える状況にあります。 

表 3-1 構造物及び設備の健全度の区分 

 

 

図 3-3 構造物及び設備の健全度 

  

名　　称 区　　　　　　分

健全資産 経過年数が法定耐用年数以内の資産

経年化資産 経過年数が法定耐用年数の1.0～1.5倍の資産

老朽化資産 経過年数が法定耐用年数の1.5倍を超えた資産
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（2） 管路施設の老朽化 

 管路の布設年度別延長は図 3-4 のとおりであります。表 3-2 の区分で示す管路の健

全度は、図 3-5 のとおりであり、2021 年（令和 3 年）時点で、老朽化資産 0％、経年

化資産が 39％となっております。 

 30 年後の 2051 年（令和 33 年）には老朽化資産が 50％を超える状況にあります。 

 

図 3-4 管路の布設年度別延長 

表 3-2 管路の健全度の区分 

 

 

図 3-5 管路の健全度 
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3.4 組織 

 2020 年（令和 2 年）現在、訓子府町では、現在、水道事業に関わる所属職員は 4 人

となっています。水道事業を維持していくためには、日々の未収金対策、給水停止等

の事務執行の対応、水道会計などの事務・経理職員、浄水場を運転管理する水質、機

械、電気等の知識を有する技術職員が必要であり、人材確保対策は喫緊の課題です。 

  

 

3.5 これまでの取り組み 

 

3.5.1 施設統合・広域化 

 簡易水道事業や営農飲雑用水の施設統合を数回にわたり行ってきました。 

 近隣市町村との研修会において協議を行っているところですが、広域化に向けたハ

ード統合等については、地理的な制約や事業規模等から具体的な検討には至っており

ません。 

 

3.5.2 組織編制 

 本町では、平成 19 年 3 月策定の第 4 次訓子府町行政改革大綱に基づき、訓子府町総

合計画において、効率的で効果的な行政運営の体制の確立、組織体制の見直しや事務

事業の効率化に取り組んでいます。 

 水道事業・下水道事業については、下水道係が建設課から分離して水道課に統合さ

れ、平成 22 年 4 月 1 日から水道事業と下水道事業を一体的に取り組む上下水道課とな

り、現在、上下水道職員として、管理職、兼務職員を含む 6 名体制となっています。 

 

 

 

2 人 2 人 1 人

上下水道課

業
務
係

施
設
係

下
水
道
係

■業務係：水道事業の企画・運営・総合調整、出納会計事

務、水道料金  

■施設係：水道用水の供給、水道施設の統計・維持・管理

■下水道係：下水道事業の企画・運営・工事、施設の維持

管理、水洗化の普及、受益者分担金、下水道使用料 
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3.5.3 民間活用 

 本町簡易水道施設の保守点検については、浄水場の維持管理を業務委託により巡回

委託を実施しています。更なる民間活用は今後の検討課題となっています。 

 

3.5.4 資産活用 

 本町簡易水道事業は、水源は湧水と地下水で賄われ、水源が点在し、常呂川と訓子

府川を挟んだ両側は起伏に富んだ地形にあります。水道に関し余分な土地・施設はあ

りません。 

 小水力発電は、取水、送水、配水ポンプで揚水しているものも多く地形上、エネル

ギー利用についても検討していません。 
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3.6 経営比較分析 

3.6.1 訓子府町および類似団体との経営状況比較 

 訓子府町水道事業の経営状況を把握するために、「経営比較分析表」を用いて近隣水

道事業体、全国類似および全国平均との比較を行うと以下のとおりです。 

 当町の水道事業は法適用であり、類似団体区分は平成 30 年より簡易水道事業として

Ｃ3 に分類されていますが、平成 29 年以前は上水道事業として A8 及び A9 に分類され

ています。経営の健全性を表す指標については 8 項目、施設の老朽化状況を表す指標

については 3項目について整理・比較を行っています。「経営比較分析表」では全国類

似団体平均および全国平均が示され、比較が可能となっています。 

 近隣水道事業体と平成 30 年度の経営状況を比較すると表 3-3 に示すとおりとなり

ます。ただし、訓子府町、津別町は簡易水道（法適用）で事業規模により C3 に分類さ

れ、置戸町は簡易水道（法非適用）で D3 に分類されています。 

 訓子府町は経営の健全性・効率性を表す指標のうち①、②、⑤、⑥、⑦で良好な結果

を示しています。 

表 3-3 近隣水道事業体との比較 

 

 更に、簡易水道で同じような規模である全国の類似団体Ｃ3 の平均値と全国平均を

比較するためレーダーチャート化すると図 3-6 に示すとおりです。③流動比率が最も

高いという特徴を示し、④企業債残高対給水収益比率は類似団体平均値と比べ、極め

て低いことも特徴的です。た

だし、図化に当たっては実数

値に対して③、④、⑥は 1/10

を乗じています。 

 

 

 

 

 

 

            図 3-6 経営比較分析 
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3.6.2 訓子府町簡易水道事業の経営状況 

 ここでは、訓子府町簡易水道事業の経年的な経営状況を把握するため、平成 25 年度

から令和元年度までの「経営比較分析表」を用い、訓子府町の直近 7 年間の経営状況

を整理しました。また、道内類似団体平均値との比較を行うため入手可能な平成 26 年

度から平成 30 年度までの独自集計値も併せて掲示しました。 

（1）経営の健全性・効率性と（2）施設の老朽化状況に関する各指標について、訓子府

町の状況を検討すると図 3-7～3-17 に示すとおりです。 

 

（1） 経営の健全性・効率性 

【①経常収支比率】 

 法適用事業に用いる経常収支比率は次式で表され、単年度の収支が黒字であること

を示す 100％以上であることが必要とされています。ただし、100％未満であっても経

年で比較した場合に右肩上がりであれば改善傾向であると考えられ、取組が成果を上

げていると考えられます。 

 

①経常収支比率（％）：経常収益／経常費用×100 

 訓子府町の当指標は、増減を繰り返すものの 100％以上で推移しており、全国および

道内類似団体平均値と比べても高い値を示すことが多く、経営の健全性を示していま

す。 

 

※青網掛け部分(H30,R1)は簡易水道事業 C3 の分類を表す 

図 3-7 経常収支比率  

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

訓子府町 121.93 113.49 125.67 112.05 120.50 122.72 121.71

全国類似

団体平均
105.53 107.20 106.62 114.74 104.85 109.77 105.45

道内類似
団体平均

119.87 104.80 124.24 120.49 112.17

年度
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130.00

①経常収支比率（％）

訓子府町 全国類似団体平均 R1全国平均

【102.72】
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【②累積欠損金比率（％）】 

 営業収益に対する累積欠損金の状況を表す指標であり、次式で表されます。累積欠

損金が発生していないことを示す 0％であることが求められており、プラスを示して

いる場合は経営の健全性に課題があるとされています。 

 

②累積欠損金比率（％）：当年度未処理欠損金／（営業収益－受託工事費）×100 

 訓子府町の当指標は 0％を示し、経営の健全性を示しています。 

 

 

※青網掛け部分(H30,R1)は簡易水道事業 C3 の分類を表す 

図 3-8 累積欠損比率 

  

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

訓子府町 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

全国類似
団体平均

28.31 13.46 12.59 27.19 27.52 4.96 29.38

道内類似
団体平均

34.58 34.58 0.00 15.24 8.59
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②累積欠損金比率（％）

訓子府町 全国類似団体平均 R1全国平均

【28.47】
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【③流動比率（％）】 

 短期的な債務に対する支払い能力を表す指標であり、次式で表されます。1 年以内に

支払うべき債務に対して支払うことができる現金等があることを示す 100％以上であ

ることが必要とされています。 

 

③流動比率（％）：流動資産／流動負債×100 

 訓子府町の当指標は 100％を大きく上回っており、全国および道内類似団体平均値

と比べても高い水準で推移しています。 

 

 
※青網掛け部分(H30,R1)は簡易水道事業 C3 の分類を表す 

図 3-9 流動比率 

  

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

訓子府町 3569.44 703.44 761.39 679.12 781.43 854.81 847.09

全国類似
団体平均

1164.51 434.72 416.14 477.44 445.85 563.06 413.82

道内類似
団体平均

530.09 401.20 673.93 375.43 452.66

年度
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③流動比率（％）

訓子府町 全国類似団体平均
R1全国平均

【244.67】
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【④企業債残高対給水収益的収支比率】 

 給水収益に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表しています。法

適用事業では次式で表されますが、明確な数値基準はないとされています。 

 

④企業債残高対給水収益比率（％）：企業債現在高合計／給水収益×100 

 訓子府町の当指標は横ばい状況であり、全国類似団体平均値と比べると低い値を示

し、給水収益に対し企業債残高率が少ないことが分かります。 

 

 

※青網掛け部分(H30,R1)は簡易水道事業 C3 の分類を表す 

図 3-10 企業債残高対給水収益的収支比率 

  

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

訓子府町 481.62 473.11 465.58 457.45 449.20 480.22 501.24

全国類似
団体平均

498.27 496.76 487.22 485.75 516.34 651.90 698.55

道内類似
団体平均

512.44 511.38 304.02 450.52 543.31
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④企業債残高対給水収益比率（％）

訓子府町 全国類似団体平均 R1全国平均

【989.92】
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【⑤料金回収率（％）】 

 給水に係わる費用がどの程度給水収益で賄えているかを表しており、料金水準等を

評価することが可能です。 

 

⑤料金回収率（％）：供給単価／給水原価×100 

 訓子府町の当指標は 100％を上回り、全国および道内類似団体平均値と比べても高

い水準で推移しています。料金回収率が 100％を上回っていることから、経営に必要な

経費を料金で賄うことができている状況にあります。 

 

 

※青網掛け部分(H30,R1)は簡易水道事業 C3 の分類を表す 

図 3-11 料金回収率 

  

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

訓子府町 102.85 108.65 121.71 107.59 117.10 113.26 109.50

全国類似
団体平均

90.64 93.66 92.76 83.59 83.27 75.28 73.70

道内類似
団体平均

93.65 88.05 94.40 100.56 89.99
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⑤料金回収率（％）

訓子府町 全国類似団体平均
R1全国平均

【68.67】
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【⑥給水原価（円）】 

 有収水量１ あたりについて、どれだけ費用がかかっているかを表す指標であり、

次式で表されます。 

 

⑥給水原価（円）：（総費用－受託工事費＋地方債償還金(繰上償還分除く)）／年間総

有収水量 

 訓子府町の当指標は、横ばい状態がおり、全国および道内類似団体平均値と比べる

とやや低い水準となっています。 

 

 

※青網掛け部分(H30,R1)は簡易水道事業 C3 の分類を表す 

図 3-12 給水原価 

  

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

訓子府町 219.26 208.28 186.34 210.49 194.38 201.65 208.48

全国類似
団体平均

213.52 208.21 208.67 230.22 228.81 255.35 261.02

道内類似
団体平均

244.82 258.71 222.68 216.20 245.97

年度

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

⑥給水原価（円）

訓子府町 全国類似団体平均
R1全国平均

【264.82】
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【⑦施設利用率（％）】 

 当指標は、一日配水能力に対する一日平均配水量の割合であり、施設の利用状況や

適性規模を判断する指標である。明確な数値基準はないとされているが、高い数値で

あることが望ましいとされています。 

 

⑦施設利用率（％）：一日平均配水量／一日配水能力×100 

 訓子府町の当指標は一時減少しましたが、施設の統廃合により直近ではやや増加し

ました。今後は給水量減少に伴い施設利用率は減少が見込まれます。 

 

 

※青網掛け部分(H30,R1)は簡易水道事業 C3 の分類を表す 

図 3-13 施設利用率 

  

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

訓子府町 68.63 69.68 69.23 67.82 67.91 71.36 73.73

全国類似
団体平均

49.77 49.22 49.08 41.09 38.98 45.73 49.01

道内類似
団体平均

44.72 44.09 52.32 54.62 49.20

年度

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

⑦施設利用率（％）

訓子府町 全国類似団体平均
R1全国平均

【51.13】
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【⑧有収率（％）】 

 当指標は、施設の稼働が収益につながっているかを判断する指標であり、次式で表

されます。 

 

⑧有収率（％）：年間総有収水量／年間総配水量×100 

 訓子府町の当指標は減少傾向が見られ、全国類似団体平均値と比較すると本町の水

準は下回っています。その要因には、配水本管や給水管等の老朽化に伴う漏水が考え

られます。 

将来に向けて「安心な供給」を図るため、経年菅や老朽管の計画的な更新を進めて

いきます。 

 

※青網掛け部分(H30,R1)は簡易水道事業 C3 の分類を表す 

図 3-14 有収率 

  

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

訓子府町 79.69 77.27 76.88 77.89 77.36 72.93 70.67

全国類似
団体平均

79.98 79.48 79.30 75.91 75.01 80.25 76.57

道内類似
団体平均

77.72 77.69 72.71 77.71 71.61

年度

65.00

70.00

75.00

80.00

85.00

⑧有収率（％）

訓子府町 全国類似団体平均
R1全国平均

【76.64】

23



（2） 老朽化の状況 

【 有形固定資産減価償却率（％）】 

 当指標は、有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるかを

表す指標であり、資産の老朽化度を示しています。明確な数値基準はありませんが、

数値が高いほど法定耐用年数に近い資産が多いことを示しており、次式で表されます。 

 

 有形固定資産減価償却率（％）：有形固定資産減価償却累計額／有形固定資産のうち

償却対象資産の帳簿原価×100 

 訓子府町の当指標は横ばい傾向が続いており、全国および道内類似団体平均値と比

較しても高い水準で推移しています。資産の老朽化が進行しており、計画的・効率的

な更新対策が必要となり始めています。 

 

 

※青網掛け部分(H30,R1)は簡易水道事業 C3 の分類を表す 

図 3-15 有形固定資産減価償却率 

  

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

訓子府町 55.16 55.77 56.40 56.41 56.98 56.54 56.41

全国類似
団体平均

36.43 46.12 47.44 52.40 51.89 46.28 49.34

道内類似
団体平均

47.12 47.72 56.69 51.32 45.67

年度

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

 有形固定資産減価償却率（％）

訓子府町 全国類似団体平均
R1全国平均

【40.79】
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【 管路経年化率（％）】 

 当指標は、法定耐用年数を超えた管路延長の割合を表す指標であり、管路の老朽化

度合を示しています。明確な数値基準はありませんが、数値が高い場合は法定耐用年

数を経過した管路を多く保有していることになり、管路更新の必要性を示しています。 

 

 管路経年化率（％）：法定耐用年数を経過した管路延長／管路延長×100 

 訓子府町の当指標は増加傾向を示しておりましたが、近年減少傾向にあります。 

しかし、まだ全国および道内類似団体平均値と比較しても高い水準で推移しています。

管路の老朽化が進行により、計画的・効率的な更新対策が必要となり始めています。 

  

 

※青網掛け部分(H30,R1)は簡易水道事業 C3 の分類を表す 

図 3-16 管路経年化率 

  

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

訓子府町 20.13 24.23 34.04 35.95 34.74 33.72 29.44

全国類似
団体平均

8.72 9.86 11.16 14.01 14.74 18.03 22.75

道内類似
団体平均

10.82 11.98 19.47 19.96 19.85

年度

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

 管路経年化率（％）

訓子府町 全国類似団体平均
R1全国平均

【15.98】
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【 管路更新率（％）】 

 当指標は、当該年度に更新した管路延長の割合を表す指標であり、管路の更新ペー

スや状況を把握することを目的としています。 

 

 管路更新率（％）：当該年度に更新した管路延長／管路延長×100 

 訓子府町の当指標は、全国および道内類似団体平均値と比較すると高い数値を示し

ています。ただし、今後計画的・効率的な更新を実施する必要性が高まっています。 

 

 

※青網掛け部分(H30,R1)は簡易水道事業 C3 の分類を表す 

図 3-17 管路更新率 

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

訓子府町 0.00 1.00 1.26 0.96 1.21 1.24 1.08

全国類似
団体平均

0.64 0.56 0.65 0.41 0.40 0.46 0.43

道内類似
団体平均

0.43 0.29 0.34 0.45 0.62

年度

0.00

0.50

1.00

1.50

 管路更新率（％）

訓子府町 全国類似団体平均
R1全国平均

【0.44】
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第4章 水道事業の目標 

 訓子府町は令和 2 年 3 月に「訓子府町水道事業アセットマネジメント」および

「訓子府町新水道ビジョン」を策定済みであります。経営戦略における水道事業の

目標は、「訓子府町新水道ビジョン」との整合を図るものとします。 

 

4.1 「訓子府町新水道ビジョン」と「訓子府町水道事業経営戦略」 

 訓子府町は、安全で安心な水道水を将来にわたって安定して給水するために、「訓

子府町新水道ビジョン」を令和 2 年に策定しました。 

 「訓子府町新水道ビジョン」と、「訓子府町水道事業経営戦略」の位置付けは図

4-1 のとおりです。 

 

図 4-1 経営戦略の位置付け 

「訓⼦府町新⽔道ビジョン」
計画期間：令和２年度から令和１１年度

「訓⼦府町⽔道ビジョン」
（平成２４年１２⽉）

訓⼦府町⽔道事業アセット
マネジメント

（令和２年３⽉）

第６次訓⼦府町総合計画

（平成２９年３⽉）

訓⼦府町まち・ひと・しごと創⽣
⼈⼝ビジョン・総合戦略

（平成２７年年１０⽉）

「訓⼦府町⽔道事業経営戦略」
計画期間：令和３年度から令和１２年度

「⽔道法」改正
（平成３０年１２⽉）
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4.2 水道事業の目標 

 「訓子府町新水道ビジョン」より 

 
【水道の理想像～あるべき姿】 

 水道は、本来、「清浄」「豊富」「低廉」な水を安定的に供給することが求められ

ています。自然・社会環境が変化し、時代のニーズが変わったとしても、地域住民

のくらしと経済・産業を下支えするライフラインとしての水道事業の果たすべき役

割は不変です。 

【基本理念】 

訓子府町は、これまでの「水道ビジョン」で掲げた理念と目標を引き継ぐととも

にその後策定された「新水道ビジョン」に示された新たな課題・実現方策を踏まえ、

基本理念は図 4-2 に示すとおりです。 

 
図 4-2 訓子府町簡易水道事業の基本理念 

【基本方針】 

 更に、その実現を目指す基本方針については、厚生労働省の「新水道ビジョン」

に示された「持続」「安全」「強靭」の 3 つの基本方針に基づき具体的実現方策を体

系化し、目指すべき水道事業の構築に向けた施策の推進を図って行きます。 

これにより、「訓子府町新水道ビジョン」における理想像は、図 4-3 に示すとお

りです。3 つの基本方針を互いに連携しつつ、地域住民との協働で支えることが必

要です。 

 
図  4‐3 訓子府町簡易水道事業の理想像 

持 続

強 靭安 全
安全な⽔の提供 災害対策の推進

経営基盤の強化

訓⼦府町簡易⽔道事業の基本理念：清浄な⽔の安定供給と持続的経営

連 携

３つの基本⽅針

清浄な水の安定供給と持続的経営 
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第5章 財政収支の見通し 

 

5.1 投資・財政計画（収支計画） 

 投資・財政計画は別紙表 5-3(P34)、表 5-4(P35)のとおりです。 

5.2 投資・財政計画（収支計画）の策定について 

（1） 収支計画のうち投資について 

 本町の投資は、非常用発電装置を除き既存施設の更新計画に伴う投資が大半を示

します。2021 年（令和 3 年）から 2030 年（令和 12 年）までの 10 年間の更新は表

5-1、図 5-1 のように計画しています。 

表 5-1 投資計画 

工種 目的 計画期間 事業費 

構造物及び機械
老朽化施設の更新

及び耐震化 
2021～24、30 118,000 千円

導水管 基幹管路の耐震化 2023～27 495,000 千円

非常用発電装置 停電時の安定供給 2026 12,000 千円

配水管 
老朽管の更新及び

耐震化 

2021～23 

2026～30 
830,000 千円

計   1,455,000 千円

 

 

図 5-1 投資計画 
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100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

投
資
額

（
千

円
/年

）

構造物及び機械 導水管 非常用発電装置 配水管

2023～2027

導水管更新

2026

非常用発電装置

2028以降

構造物・配水管更新
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 なお、南西部に位置する豊坂配水池及び豊坂低区配水池は 50 年余りが経過し老

朽化が著しいため更新する計画です。 

 この更新計画は、道営営農用水事業で実施され国庫補助金、道補助金及び一般財

源を活用し、耐震化施設として整備する計画です。 

 

（2） 収支計画のうち財源について 

 今後、給水人口の減少と水需要の減少により、料金収入の減少が見込まれます。

財源は今後国庫補助金、料金収入及び企業債により収支均衡を図り、経営健全化を

目指します。 

工種 目的 財源 

構造物及び機械
老朽化施設の更新

及び耐震化 

川東地区配水池は道営営農用水事

業による国庫補助金 

ポンプ設備等は、給水収益及び企

業債 

導水管 基幹管路の耐震化 
給水収益及び簡易水道事業国庫補

助金 

自家発電装置 停電時の安定供給 給水収益及び企業債 

配水管 
老朽管の更新及び

耐震化 
給水収益及び一般財源 

  

 なお、2030 年（令和 12 年）までの収支結果は、表 5-2、図 5-2 のとおり収入が

支出を下回り収支不足になりますが、資金残高を更新費用にかかる財源に活用しま

す。 

 資金残高は、増える見通しですが、2028 年（令和 10 年）以降、老朽化施設更新

費用及び企業債残高が増えてくる見込みであり、同時に財政計画の見直しが必要に

なってきます。 
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表 5-2 収入、支出及び資金残高 

 

 

 

図 5-2 収入、支出及び資金残高 

 

  

(単位：千円)

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

収益的収入 156,173 154,713 154,063 152,720 151,819 152,204 151,286 149,228 147,792 146,439

料金収入 131,765 130,633 129,954 128,369 127,237 127,237 125,878 124,067 122,482 120,898

その他 24,408 24,080 24,109 24,351 24,582 24,967 25,408 25,161 25,310 25,541

資本的収入 52,650 79,242 109,618 117,044 118,206 169,554 166,497 273,294 235,536 223,617

208,823 233,955 263,681 269,764 270,025 321,758 317,783 422,522 383,328 370,056

収益的支出 144,566 146,641 138,904 139,736 140,619 143,348 145,341 157,532 162,468 169,413

減価償却費 40,796 40,745 42,289 43,756 45,223 48,441 50,625 62,833 67,023 73,170

その他 103,770 105,896 96,615 95,980 95,396 94,907 94,716 94,699 95,445 96,243

資本的支出 85,023 111,993 202,549 148,269 148,782 200,687 194,729 301,737 262,496 251,041

229,589 258,634 341,453 288,005 289,401 344,035 340,070 459,269 424,964 420,454

-20,766 -24,679 -77,772 -18,241 -19,376 -22,277 -22,287 -36,747 -41,636 -50,398

485,602 496,640 464,068 486,973 509,755 536,900 565,820 602,341 635,844 665,803

区分

支出計

収支計

資金残高

収入計
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5.3 投資・財政計画（収支計画）の今後の検討予定の取り組み 

（1） 経営の効率化・健全化の取り組み 

① 投資についての検討状況等 

・施設・設備規模の適

正化（ダウンサイジ

ング） 

 

配水池、管路施設の更新時には、給水量減少に伴い配水

池容量のダウンサイジング、管路施設は、配管網を見直し

と口径のダウンサイジングを検討し、更新時に反映させる

ものとします。 

 

・施設・設備の合理化

（スペックダウン） 

 

今後、より人口減少が進むと予想され、社会情勢の変化

を見越し、ダウンサイジングや水源施設を含む施設のスペ

ックダウン等施設。設備の合理化を目指します。 

 

・広域化 

 

現時点では、近隣事業体との広域化は現実的ではありま

せんが、今後は多様な連携手法を模索するものです。 

 

 

・災害対策について 

 

 

重要給水施設管路を優先し、施設の更新時には、耐震化

を配慮した施設計画とします。 

長期停電時に安定給水のために、非常用発電装置が設置

されていない配水ポンプ場に非常用発電装置を整備しま

す。 

 

 

② 財源についての検討状況等 

項目 内容 

料金 

 

今後計画している更新計画に向け財政状況を見極め、健全な水道

資産を維持するとともに、健全経営を目指します。ただし将来にわ

たり、更新費用が嵩み、給水人口の減少により料金収入が落ち込む

ことから料金の値上げを検討する必要があります。 

 

国庫補助金 

 

更新事業は厚生労働省簡易水道事業の国庫補助金を活用し、財源

を確保します。 

農業地帯は、営農用水事業により水道施設を整備し、国庫・道補

助金を活用します。 
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企業債 

 

更新事業に伴い、企業債を活用し、財源確保に努めます。 

 

その他 

 

資金残高の活用と、繰り出し基準に基づき、資金確保を計画しま

す。 

 

 

③ 投資以外の経費についての検討状況 

項目 内容 

・委託料 

 

浄水場・ポンプ場運転管理、検針業務、水質検査を外部委託にて

実施していていますが、更なる業務委託の可能性を検討します。 

 

・修繕費  

 

機械電気計装設備の定期的な保守点検により、長寿命化を図ると

ともに、修繕費の軽減に努めます。 

 

 

管路更新は、口径 75 ㎜以下の更新費用を抑制し、修繕により対

応することで計画しているため、将来は修繕費の上昇が見込まれま

す。 

 

・動力費 

 

水源から主配水池の大谷配水池からは自然流下で給水をしてい

ます。起伏に富んでいるため、9 ヶ所の送配水ポンプ圧送により給

水しており、施設の統廃合によりポンプ施設の軽減について検討し

ます。 

 

・職員給与費 

 

町の給与制度に準じて設定し、適正な給与、適正な人員配置によ

る運営を図ります。 

 

・その他の取

り組み 

 

町のホームページや広報誌に、財政・経営状況、水道事業として

の取り組み等公表し、広く町民の理解を得るよう説明責任を果たし

ます。 
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第6章 経営戦略の事後検証 

6.1 事後検証 

 訓子府町水道事業経営戦略の計画期間を 10 年間としました。今後老朽化施設の

更新による整備事業が主となりますが、2028 年（令和 10 年）以降、本格的に更新

計画を推進する予定です。 

 今後更新事業の進展に伴い、5 年毎に人口減少や地域のまちづくり、居住形態の

変化に応じながら、図 6-1 に示すような P（計画の策定）、D（事業の実施）、C（事

業の評価）、A（事業の見直し）サイクルによる事業の見直し・改善を実施するとと

もに、下記に示すような手順で効率的な更新事業を進めることが必要です。 

 

図 6-1 PDCA サイクルのイメージ図 

Plan（計画の策定） 

 更新計画の立案及び施設の統廃合、広域化への計画、施設規模の縮小（ダウン

サイジング）、施設の統廃合（スペックダウン）等計画します。 

 

Do（事業の実施） 
 Plan（計画の策定）に対し、事業の実施（Do）に移ります。事業計画における

事業の実施を行います。 

 
Check（事業の評価） 
 Do（事業の実施）の内容は、Check（事業の評価）により改善点を見つける必

要があります。計画に対する評価（更新対象、更新基準年、更新費用、事業の進

捗状況等）を行います。 

 

Action(事業の見直し) 
 Check(事業の評価)した内容を元に、次回以降 Do（事業の実施）がうまく機能

するように Action（事業の見直し）をする段階です。 
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6.2 検証方法 

 

検証方法としては、実施状況（進捗状況）の確認、更新価格の実績値の乖離検

証等を行います。 

 

表 6-1 検証項目 

検証項目 用 途 

 

人口の減少率と料金収入 

 

人口の減少は水道料金収入の減少に繋がり

ます。 

人口予測を下回る実績となった場合で、水

道料金収入も予測を下回る実績となった場合

は、資金調達の見直しを行います。 

 

 

事業費に関する事項 

 更新価格の差異 

 

 

 

 

更新価格は、物価変動（労務費の上昇及び

諸経費の変更等）により差異が生じます。 

計画時と実績により更新費用の再設定を行い

ます。 

 

 

 更新基準 

 

漏水事故及び機器故障頻度が増加した場合

は、更新基準の見直しが必要であるため、基

準の見直しを行います。 

 

 

その他 

 事業の進捗率 

  

 

計画した事業に向けての更新状況の確認を

行います。 

 

組織体制 

 

施設更新事業を支えるための人員配置の見

直しを行います。 
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